
様式１

採択年度 整理番号

２ 全体責任者
（学長）

※ 共同実施のプログラムの場合は、全ての構成大学の学長について記入し、申請を取りまとめる大学（連合大学院に
よるものの場合は基幹大学）の学長名に下線を引いてください。

 　  ふりがな （ちば　かずひろ）

氏名（職名） 千葉　一裕（東京農工大学長）

卓越大学院プログラム 事後評価調書　プログラムの基本情報 [公表。ただし、項目12、13については非公表]

機関名 東京農工大学 平成30年度

１

プログラム名称 「超スマート社会」を新産業創出とダイバーシティにより牽引する卓越リーダーの養成

英語名称

ホームペー
ジ（URL）

http://www.wise.tuat.ac.jp/

1806

５ 設定する領域

最も重視する領域
【必須】

③将来の産業構造の中核となり、経済発展に寄与するような新産業の創出に資する領域

関連する領域（１）
【任意】

②社会において多様な価値・システムを創造するような、文理融合領域、学際領域、新領域

関連する領域（２）
【任意】

関連する領域（３）
【任意】

４
プログラム

コーディネーター

  　　ふりがな （おおつ　なおこ）

氏名（職名）
大津　直子（東京農工大学農学部生物生産学科・教授・学長補佐（企画・ダイ
バーシティ担当）・卓越リーダー養成機構長・未来価値創造研究教育特区長）

３ プログラム責任者

      ふりがな （みさわ　かずひこ）

氏名（職名） 三沢 和彦（東京農工大学統括理事）

森林科学関連

次に関連の深い区分
（大区分）【任意】

J

次に関連の深い区分
（中区分）【任意】

61 人間情報学およびその関連分野

６ 主要区分

最も関連の深い区分
（大区分）

F

最も関連の深い区分
（中区分）

40 森林圏科学、水圏応用科学およびその関連分野

最も関連の深い区分
（小区分）

40010

連合大学院 共同教育課程 25名

11 連携先機関名（他の大学、民間企業等と連携した取組の場合の機関名）

８
学生の所属する
専攻等名

農学府農学専攻、共同獣医学専攻、工学府生命工学専攻、応用化学専攻、機械システム工学
専攻、電子情報工学専攻、物理システム工学専攻、電気電子工学専攻、情報工学専攻、（令
和5年4月1日改組、工学府生命工学専攻、生体医用システム工学専攻、応用化学専攻、化学物
理工学専攻、機械システム工学専攻、知能情報システム工学専攻）、産業技術専攻、共同サ
ステイナビリティ研究専攻、連合農学研究科生物生産科学専攻、応用生命科学専攻、環境資
源共生科学専攻、農業環境工学専攻、農林共生社会科学専攻、生物システム応用科学府生物
機能システム科学専攻、共同先進健康科学専攻、食料エネルギーシステム科学専攻

（主たる専攻等がある場
合は下線を引いてくださ
い。）

9 連合大学院又は共同教育課程による実施の場合、その別
※ 該当する場合には○を記入

10 本プログラムによる学位授与数（年度当たり）の目標
※補助期間最終年度の数字を記入してください。

次に関連の深い区分
（小区分）【任意】

61050 知能ロボティクス関連

７
授与する博士学
位分野・名称

博士（農学）、博士（工学）、博士（学術）、博士（生命科学）、博士（獣医学）付記す
る名称：博士課程卓越大学院プログラム

株式会社クボタ、イオンアグリ創造株式会社、株式会社島津製作所、東京エレクトロン株式会社、公益社団法人
日本農業法人協会、一般社団法人首都圏産業活性化協会、株式会社リバネス、株式会社リクルート、一般社団法
人AgVenture Lab、実践女子大学、オックスフォード大学、ライプニッツ農業景観研究所（ZALF研究所）、ライ
プニッツ農業工学・生物経済研究所（ATB）、ボン大学、ガジャマダ大学、ベトナム林業大学、コーネル大学、
カリフォルニア大学（デービス校）、ノースカロライナ大学チャペルヒル校

Excellent Leader Development for Super Smart Society by New Industry Creationand
Diversity

（【整理番号1806】機関名：東京農工大学　プログラム名称：　「超スマート社会」を新産業創出とダイバーシティにより牽引する卓越リーダーの養成）
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プログラム担当者一覧             
※「年齢」は公表しません。

（プログラム責任者）

14

番号 氏名 ﾌﾘｶﾞﾅ 年齢層 機関名・所属(研究科・専攻等)・職名 学位

1 三沢　和彦 ﾐｻﾜ ｶｽﾞﾋｺ 東京農工大学・統括理事
博士（理
学）

レーザー物理
学、生体医用
工学

プログラム責任者
事業総括 0.5

現在の専門 役割分担
ｴﾌｫｰﾄ
(割合)

2 大津　直子 ｵｵﾂ ﾅｵｺ
東京農工大学大学院連合農学
研究科生物生産科学コース・
教授

農学博士

（プログラムコーディネーター）

植物栄養/土
壌肥料学

プログラムコーディネーター
/プログラムの管理・運営及
び運営委員会委員長

1

プログラム副コーディネー
ター/プログラムの管理・運
営補佐

1

5 滝山 博志 ﾀｷﾔﾏ ﾋﾛｼ
東京農工大学大学院工学府化
学物理工学専攻・教授

博士（工
学）

化学工学
プログラム副コーディネー
ター/プログラムの管理・運
営補佐

農業環境工学
プログラム副コーディネー
ター/プログラムの管理・運
営補佐

2

4 吉田 誠 ﾖｼﾀﾞ ﾏｺﾄ
東京農工大学大学院連合農学
研究科自然環境資源コース・
教授

博士（農
学）

生分解制御学

3 斎藤 広隆 ｻｲﾄｳ ﾋﾛﾀｶ
東京農工大学大学院連合農学
研究科農業環境工学専攻・教
授

Ph.D.

カリキュラム
開発

プログラム副コーディネー
ター/プログラムの管理・運
営補佐

2

8 船田 良 ﾌﾅﾀﾞ ﾘｮｳ
東京農工大学大学院農学研究
院長・農学府長

博士（農
学）

樹木生理学

7 岩田 陽子 ｲﾜﾀ ﾖｳｺ
東京農工大学グローバル教育
院・准教授

修士（社会
科学）

1

6 近藤 敏之 ｺﾝﾄﾞｳ ﾄｼﾕｷ
東京農工大学大学院工学府知
能情報システム工学専攻・教
授

博士（工
学）

知能情報工学
プログラム副コーディネー
ター/プログラムの管理・運
営補佐

2

2

10 千年 篤 ﾁﾄｾ ｱﾂｼ
東京農工大学大学院工学府共
同サステイナビリティ研究専
攻・教授

Ph.D. 農業経済学 教育プログラム担当 1

プログラムの管理・運営補佐 1

9 天竺桂 弘子 ﾀﾌﾞﾉｷ ﾋﾛｺ
東京農工大学 副学長（入試
及びダイバーシティ担当）・
教授

博士（農
学）

昆虫学および
生化学

国際連携教育担当

国際連携教育担当 0.5

13 小松 健 ｺﾏﾂ ｹﾝ
東京農工大学大学院連合農学
研究科生物生産科学コース・
准教授

博士（生命
科学）

植物病理学 国際連携教育担当

食品科学/栄
養化学

教育プログラム担当 1

12 仲井 まどか ﾅｶｲ ﾏﾄﾞｶ
東京農工大学大学院連合農学
研究科生物生産科学コース・
教授

博士（農
学）

応用昆虫学

11 三浦 豊 ﾐｳﾗ ﾕﾀｶ
東京農工大学大学院連合農学
研究科応用生命化学コース・
教授

博士（農
学）

樹木細胞生物
学

産官学連携教育担当 0.5

16 松田 和秀 ﾏﾂﾀﾞ ｶｽﾞﾋﾃﾞ
東京農工大学大学院連合農学
研究科環境資源共生科学専攻
自然環境資源コース・教授

博士(理学) 大気環境科学

15 半 智史 ﾅｶﾊﾞ ｻﾄｼ
東京農工大学大学院連合農学
研究科自然環境資源コース・
准教授

博士（農
学）

0.5

14 井上 真紀 ｲﾉｳｴ ﾏｷ
東京農工大学大学院連合農学
研究科生物生産科学コース・
教授

博士（農
学）

応用昆虫学/
昆虫病理生態
学

教育プログラム担当 0.5

2

18 金子 弥生 ｶﾈｺ ﾔﾖｲ
東京農工大学大学院連合農学
研究科自然環境資源コース・
准教授

博士（農
学）

野生動物保護
管理学

教育プログラム担当 0.3

国際連携教育担当 1

17 大地 まどか ｵｵｼﾞ ﾏﾄﾞｶ
東京農工大学大学院連合農学
研究科自然環境資源コース・
准教授

博士（農
学）

海洋環境学 国際連携教育担当

プログラムの管理・運営補佐 10

森林計画学/
木材資源利用
学

教育プログラム担当 0.5

20 澁澤 栄 ｼﾌﾞｻﾜ ｻｶｴ
東京農工大学卓越リーダー養
成機構・特任教授

農学博士 農業環境工学

19 加用 千裕 ｶﾖｳ ﾁﾋﾛ

東京農工大学大学院連合農学
研究科環境資源コース・グ
ローバルイノベーション研究
院教授

博士（工
学）

（【整理番号1806】機関名：東京農工大学　プログラム名称：　「超スマート社会」を新産業創出とダイバーシティにより牽引する卓越リーダーの養成）
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21 山下 恵 ﾔﾏｼﾀ ﾒｸﾞﾐ
東京農工大学大学院農学府食
農情報工学コース・准教授

博士（工
学）

空間情報学 産官学連携教育担当

微生物学 教育プログラム担当 0.5

24 加藤 亮 ｶﾄｳ ﾀｽｸ

東京農工大学大学院連合農学
研究科農業環境工学専攻国際
イノベーション農学コース・
教授

博士（農
学）

農業水利

23 岡崎 伸 ｵｶｻﾞｷ ｼﾝ
東京農工大学大学院連合農学
研究科国際イノベーション農
学コース・教授

博士（農
学）

2

22 山田 祐彰 ﾔﾏﾀﾞ ﾏｻｱｷ
東京農工大学大学院連合農学
研究科国際イノベーション農
学コース・教授

Ph.D.
国際地域開発
学

国際連携教育担当 2

1

14 プログラム担当者一覧（続き）

国際連携教育担当 1

25 水谷 哲也 ﾐｽﾞﾀﾆ ﾃﾂﾔ
東京農工大学大学院農学府国
際イノベーション農学コー
ス・教授

博士（獣医
学）

ウイルス学 国際連携教育担当

0.5

27 笹原 弘之 ｻｻﾊﾗ ﾋﾛﾕｷ
東京農工大学大学院工学府機
械システム工学専攻・教授

博士（工
学）

機械加工学 プログラムの管理・運営補佐 1

役割分担
ｴﾌｫｰﾄ
(割合)

26 石原 加奈子 ｲｼﾊﾗ ｶﾅｺ
東京農工大学大学院農学府国
際イノベーション農学コー
ス・准教授

博士（獣医
学）

衛生微生物学 教育プログラム担当

氏名 ﾌﾘｶﾞﾅ 年齢層 機関名・所属(研究科・専攻等)・職名 学位 現在の専門

教育プログラム担当 1

30 吉野 知子 ﾖｼﾉ ﾄﾓｺ
東京農工大学大学院工学府生
命工学専攻・教授

博士（工
学）

生物工学
産官学連携教育担当・プログ
ラム副コーディネーター/プ
ログラム管理運営補佐

生物工学 産官学連携教育担当 2

29 津川 若子 ﾂｶﾞﾜ ﾜｶｺ
東京農工大学大学院工学府生
命工学専攻・准教授

博士(工学)
バイオセンシ
ング技術

28 池袋 一典 ｲｹﾌﾞｸﾛ ｶｽﾞﾉﾘ
東京農工大学大学院工学府生
命工学専攻・教授

博士（工
学）

ケミカルバイ
オロジー

教育プログラム担当 2

33 齋藤 拓 ｻｲﾄｳ ﾋﾛﾑ
東京農工大学大学院工学府応
用化学専攻・教授

博士（工
学）

高分子物性

32 櫻井 香里 ｻｸﾗｲ ｶｵﾘ
東京農工大学大学院工学府生
命工学専攻・准教授

Ph. D.

0.5

31 山下 善之 ﾔﾏｼﾀ ﾖｼﾕｷ
東京農工大学大学院工学府化
学物理工学専攻・教授

工学博士
プロセスシス
テム工学

国際連携教育担当 0.5

0.5

35 村上 尚 ﾑﾗｶﾐ ﾋｻｼ
東京農工大学大学院生物シス
テム応用科学府生物機能シス
テム科学専攻・准教授

博士(工学) 結晶工学 産官学連携教育担当 1

産官学連携教育担当 0.3

34 寺田 昭彦 ﾃﾗﾀﾞ ｱｷﾋｺ
東京農工大学大学院工学府化
学物理工学専攻・教授

博士（工
学）

環境バイオテ
クノロジー

国際連携教育担当

産官学連携教育担当 2

38
RAKSINCHAROENSAK
PONGSATHORN

ﾗｸｼﾝﾁｬﾗｰﾝｻｸ
ﾎﾟﾝｻﾄｰﾝ

東京農工大学大学院工学府機
械システム工学専攻・教授

工学博士
機械力学/制
御

国際連携教育担当

物性化学 教育プログラム担当 2

37 水内 郁夫 ﾐｽﾞｳﾁ ｲｸｵ
東京農工大学大学院生物シス
テム応用科学府生物機能シス
テム科学専攻・教授

博士(工学) ロボティクス

36 帯刀 陽子 ﾀﾃﾜｷ ﾖｳｺ
東京農工大学大学院工学府応
用化学専攻・講師

博士（地球
環境）

高次元画像処
理

教育プログラム担当 2

41 田中 聡久 ﾀﾅｶ ﾄｼﾋｻ
東京農工大学大学院工学府知
能情報システム工学専攻・教
授

博士（工
学）

生体情報学/
信号処理工学

40 清水 昭伸 ｼﾐｽﾞ ｱｷﾉﾌﾞ
東京農工大学大学院工学府知
能情報システム工学専攻・教
授

博士（工
学）

2

39 畠山 温 ﾊﾀｹﾔﾏ ｱﾂｼ
東京農工大学大学院工学府化
学物理工学専攻・教授

博士（理
学）

先端物理工学 教育プログラム担当 1

1

43 中川 正樹 ﾅｶｶﾞﾜ ﾏｻｷ

東京農工大学・先端産学連携
研究推進センター・特任教
授、統括リサーチ・アドミニ
ストレーター

理学博士

パターン認識
/ヒューマン
インタフェー
ス

産官学連携教育担当 2

国際連携教育担当 3

42 清水 大雅 ｼﾐｽﾞ ﾋﾛﾏｻ
東京農工大学大学院工学府化
学物理工学専攻・准教授

博士(工学)
光エレクトロ
ニクス

産官学連携教育担当

（【整理番号1806】機関名：東京農工大学　プログラム名称：　「超スマート社会」を新産業創出とダイバーシティにより牽引する卓越リーダーの養成）
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教育プログラム担当 2

46 山田 浩史 ﾔﾏﾀﾞ ﾋﾛｼ
東京農工大学大学院工学府産
業技術専攻・准教授

博士(工学)
システムソフ
トウェア

産官学連携教育担当

人工知能 教育プログラム担当 1

45 清水 郁子 ｼﾐｽﾞ ｲｸｺ
東京農工大学副学長（教育担
当）・教授

博士（工
学）

情報学/知覚
情報処理

44 藤田 桂英 ﾌｼﾞﾀ ｶﾂﾋﾃﾞ
東京農工大学大学院工学府情
報工学専攻・グローバルイノ
ベーション研究院・教授

博士（工
学）

先端ロボティ
クス

国際連携教育担当 2

49 WULED LENGGORO ｳﾚｯﾄ ﾚﾝｺﾞﾛ
東京農工大学大学院工学府化
学物理工学専攻・教授

博士（工
学）

化学工学

48 石田 寛 ｲｼﾀﾞ ﾋﾛｼ
東京農工大学大学院生物シス
テム応用科学府生物機能シス
テム科学専攻・教授

博士（工
学）

0.5

47 豊田 剛己 ﾄﾖﾀﾞ ｺｳｷ
東京農工大学大学院生物シス
テム応用科学府食料エネル
ギーシステム科学専攻・教授

博士（農
学）

土壌微生物学 プログラムの管理・運営補佐 1

飯田　聡 ｲｲﾀﾞ ｻﾄｼ 株式会社クボタ・顧問 工学博士

0.5

51 稲田 全規 ｲﾅﾀﾞ ﾏｻｷ
東京農工大学大学院生物シス
テム応用科学府共同先進健康
科学専攻・准教授

歯学博士 病態生理学 国際連携教育担当 1

国際連携教育担当 2

50 梶田 真也 ｶｼﾞﾀ ｼﾝﾔ
東京農工大学大学院生物シス
テム応用化学府・生物機能シ
ステム科学専攻・教授

博士（農
学）

樹木遺伝子工
学/バイオマ
ス

教育プログラム担当

14 プログラム担当者一覧（続き）

0.5

55 糸井　弘人 ｲﾄｲ ﾋﾛﾄ
株式会社島津製作所・常務執
行役員 CTO

学士（工
学）

分析計測 産官学連携教育担当 1

産官学連携教育担当 0.5

54 福永　庸明 ﾌｸﾅｶﾞ ﾔｽｱｷ
イオンアグリ創造株式会社・
代表取締役

学士 生産・流通 産官学連携教育担当

機械工学 産官学連携教育担当 0.5

53 坂根　弘史

0.5

57 松本　浩造 ﾏﾂﾓﾄ ｺｳｿﾞｳ
一般社団法人首都圏産業活性
化協会・シニアテクニカルア
ドバイザー

中小企業の産
業支援

産官学連携教育担当 0.5

役割分担
ｴﾌｫｰﾄ
(割合)

56 山中　邦夫 ﾔﾏﾅｶ ｸﾆｵ
公益社団法人日本農業法人協
会・事務局長

農学修士 産官学連携教育担当

氏名 ﾌﾘｶﾞﾅ 年齢層 機関名・所属(研究科・専攻等)・職名 学位 現在の専門

ｻｶﾈ ﾋﾛﾌﾞﾐ
株式会社クボタ・研究開発本
部・理事

工学博士 機械工学

52

産官学連携教育担当 0.5

60 於保　祐子 ｵﾎ ﾕｳｺ
実践女子大学・大学院生活科
学研究科食物栄養学専攻・教
授

博士（医
学）

応用栄養学 教育プログラム担当

人材育成 産官学連携教育担当 1

59 丸川　智生 ﾏﾙｶﾜ ﾄﾓｷ
株式会社リクルートキャリ
ア・マネジャー

学士 キャリア支援

58 岡崎　敬 ｵｶｻﾞｷ ﾀｶｼ
株式会社リバネス・人材開発
事業部部長

博士（理
学）

Plant-fungal
interactions
& plant
pathology

国際連携教育担当 0.5

63 Shrini K. Upadhyaya
ｼｭﾘﾆ K. ｳﾊﾞ
ﾃﾞｨﾔﾔ

UC Davis, Department of
Biological and
Agricultural
Engineering,・Professor

Ph.D.

Biological
and
Agricultural
Engineering

62 B. Gillian Turgeon
B. ｷﾞﾘｱﾝ ﾀｰ
ｼﾞｮﾝ

Cornell University, CALS,
Section of Plant Pathology
& Plant-Microbe Biology,
School of Integrative
Plant Science・Professor

Ph.D.

1

61 白尾　美佳 ｼﾗｵ ﾐｶ
実践女子大学・大学院生活科
学研究科食物栄養学専攻・教
授

医学博士 食品栄養学 教育プログラム担当 1

0.5

65 木村　園子　ドロテア
ｷﾑﾗ ｿﾉｺ ﾄﾞﾛﾃ
ｱ

Leibniz Centre for
Agricultural Landscape
Research・教授

博士（農
学）

土壌学/景観
生態学

国際連携教育担当 0.5

国際連携教育担当 0.1

64 Yoshifumi Itoh ﾖｼﾐﾌﾐ ｲﾄｳ

University of Oxford,
Kennedy Institute of
Rheumatology・Associate
Professor

Ph.D. Biochemistry 国際連携教育担当

（【整理番号1806】機関名：東京農工大学　プログラム名称：　「超スマート社会」を新産業創出とダイバーシティにより牽引する卓越リーダーの養成）
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国際連携教育担当 0.3

68 Bui Xuan Dung ﾌﾞｲ ｼｮｱﾝ ｽﾞﾝ
Vietnam National
University of Forestry・
Associate Professor

Ph.D.
 Forest
Hydrology

国際連携教育担当

Molecular
Plant
Pathology/Ne
matology

国際連携教育担当 0.1

67
Ir. Sri Nugroho
Marsoem

Ir.ｽﾘ ﾇｸﾞﾛﾎ
ﾏﾙｽﾑ

Universitas Gadjah Mada,
Indonesia, Faculty of
Forestry・Professor

Ph.D
(Agricultur
e)

Wood science
and forest
science

66
Florian M.W.
Grundler

ﾌﾛﾘｱﾝ M.W.
ｸﾞﾙﾝﾄﾞﾙ

Bonn University,
Agriculture, Plant
Pathology・Professor and
Chair, Head of Department

Ph.D.

電子・電気材
料工学

産官学連携教育担当 0.5

71 杉原 創 ｽｷﾞﾊﾗ ｿｳ

東京農工大学グローバルイノ
ベーション研究院・大学院連
合農学研究科・農学府生物生
産科学コース・准教授

博士（農
学）

植物栄養学

70 山本 明保 ﾔﾏﾓﾄ ｱｷﾔｽ
東京農工大学大学院工学府生
体医用システム工学科・准教
授

博士（工
学）

0.5

69 早出 広司 ｿｳﾃﾞ ｺｳｼﾞ
ノースカロライナ大学チャペ
ルヒル校・Distinguished
professor

博士（工
学）

生物医学 国際連携教育担当 0.5

0.5

73 堀川 祥生 ﾎﾘｶﾜ ﾖｼｷ
東京農工大学大学院連合農学
研究科自然環境資源コース
・准教授

博士（農
学）

木質科学 産官学連携教育担当 0.5

産官学連携教育担当 0.5

72 大川 泰一郎 ｵｵｶﾜ ﾀｲｲﾁﾛｳ
東京農工大学大学院農学府生
物生産科学コース・教授

博士（農
学）

作物学 産官学連携教育担当

産官学連携教育担当 0.5

76 伏見 千尋 ﾌｼﾐ ﾁﾋﾛ
東京農工大学大学院工学府化
学物理工学専攻専攻・教授

博士（工
学）

反応工学 産官学連携教育担当

生命医療情報
学

産官学連携教育担当 0.5

75 中澤 靖元 ﾅｶｻﾞﾜ ﾔｽﾓﾄ
東京農工大学大学院工学府生
命工学専攻・教授

博士（工
学）

医用生体工学

74 川野 竜司 ｶﾜﾉ ﾘｭｳｼﾞ
東京農工大学大学院工学府生
命工学専攻・教授

博士（工
学）

エネルギー学 産官学連携教育担当 0.5

79 帖佐 直 ﾁｮｳｻ ﾀﾀﾞｼ
東京農工大学大学院農学府食
農情報工学コース・准教授

博士（農
学）

農業環境工学

78 秋澤 淳 ｱｷｻﾜ ｱﾂｼ
東京農工大学大学院生物シス
テム応用科学府食料エネル
ギーシステム科学専攻・教授

博士（工
学）

0.5

77 富永 洋一 ﾄﾐﾅｶﾞ ﾖｳｲﾁ
東京農工大学大学院生物シス
テム応用科学府食料エネル
ギーシステム科学専攻・教授

博士（工
学）

高分子化学 産官学連携教育担当 0.5

0.5

81 草処 基 ｸｻﾄﾞｺﾛ ﾓﾄｲ
東京農工大学大学院農学府地
球社会学コース・准教授

博士（農
学）

社会農学 産官学連携教育担当 0.5

産官学連携教育担当 0.5

80 中野 幸司 ﾅｶﾉ ｺｳｼﾞ
大学院工学府応用化学専攻・
教授

博士（工
学）

機能物質化学 産官学連携教育担当

10

産官学連携教育担当 0.5

84 田中 綾 ﾀﾅｶ ﾘｮｳ
東京農工大学大学院農学府共
同獣医学専攻・教授

博士（獣医
学）

臨床獣医学 産官学連携教育担当

統合動物科学 産官学連携教育担当 0.5

83 杉村 智史 ｽｷﾞﾑﾗ ｻﾄｼ
東京農工大学大学院農学府・
グローバルイノベーション研
究院・教授

博士（農
学）

動物生産科学

82 新村 毅 ｼﾝﾑﾗ ﾂﾖｼ
東京農工大学大学院農学府・
グローバルイノベーション研
究院・教授

博士（学
術）

役割分担
ｴﾌｫｰﾄ
(割合)

86 有江　力 ｱﾘｴ ﾂﾄﾑ
東京農工大学・統括副学長・
理事

博士（農
学）

植物保護科学 産官学連携教育担当

氏名 ﾌﾘｶﾞﾅ 年齢層 機関名・所属(研究科・専攻等)・職名 学位 現在の専門

14 プログラム担当者一覧（続き）

0.5

85 尾崎 宏和 ｵｻﾞｷ ﾋﾛｶｽﾞ
東京農工大学卓越リーダー養
成機構・特任准教授

博士（農
学）

プログラムの管理・運営補佐

プログラムの管理・運営補佐 1088 栗原 謙治 ｸﾘﾊﾗ　ｹﾝｼﾞ
東京農工大学卓越リーダー養
成機構・特任准教授

修士（開発
学）

1

87 古谷　哲也 ﾌﾙﾔ　ﾃﾂﾔ
東京農工大学大学院農学府共
同獣医学専攻・教授

Ph.D.

動物病原ウイ
ルス、マラリ
ア原虫、感染
症

プログラムの管理・運営補佐 1

（【整理番号1806】機関名：東京農工大学　プログラム名称：　「超スマート社会」を新産業創出とダイバーシティにより牽引する卓越リーダーの養成）
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【公表】 

成果の概要【２ページ以内】 
成果の概要として、①特筆すべき成果のあった事項、②計画通り進んでいる事項、③改善が必要な

事項、④プログラムとしての今後の見通しを簡潔に記載してください。 

① 特筆すべき成果のあった事項 

令和４年度の全学ガバナンス体制改編により、農工両部局の連携のもと、女性未来育成機構、未

来価値創造研究教育特区、グローバルイノベーション研究院、ディープテック産業開発機構等、学

内すべての教育研究組織の活動を卓越大学院プログラムと連携させた。これによりプログラム生に

対するダイバーシティ教育や女性博士学生支援、経済的支援、海外研究者による指導や留学支援、

アントレプレナー教育が強化された。 

本学の卓越大学院プログラムは参画する大学院生のほぼ半数が女性であり、女子学生が博士号を

目指しやすい環境となっている。令和 4 年度より正副プログラムコーディネーターに女性教授を配

置し、ロールモデルとした他、農工大女性未来育成機構と連携することでダイバーシティ教育や女

性博士学生支援を強化した。女性未来育成機構は令和 4 年度より文部科学省「ダイバーシティ研究

環境実現イニシアティブ（女性リーダー育成型）」に採択され、女性リーダー育成に関するセミナ

ーを多数開催し、この一部を卓越大学院プログラムの授業に取り入れている。さらに令和 5 年度よ

り、女性教員がメンター(相談員)として、博士女子学生の学生生活、学位取得後のキャリアやワー

クライフバランスなどに関する相談を受ける制度も整えた。 

令和 3 年度より「農工協創プロジェクト」を開始し、尖端研究を融合させて社会課題解決に取り

組むことのできる博士人材の養成を行っている。本プロジェクトでは申請書を審査した上で、分野

の枠を超えた研究に取り組む学生グループに対し、経費を支援している。学生達は、農学と工学の

多様な分野を融合させて研究を行い、成果を学会発表や論文掲載に繋げたグループもあった。 

将来に新産業／新分野を創出できる人材を育成するために「未来に対する大胆な構想力と段階を

踏んだ着実な実行力」を獲得するための3段階を設定した。第1段階で学生は、社会や学術分野上、

大きなインパクトを与える研究を構想することを学ぶ。第 2 段階では共同研究体制構築、プロジェ

クト立ち上げ、外部資金獲得に取り組む。そして最終段階では、自らの研究の独自性を社会で発揮

するための行動計画を立てる。本段階を学ぶことでプログラム生は早い段階から社会における自ら

の研究の価値を意識できるようになり、修了後の進路では約半数が産業界に進んでいる。 

 

② 計画通り進んでいる事項 

 学生に対し留学を奨励し、そのための経済的援助を行うと共に、海外で活躍する能力を養成する

ために海外連携機関と合同研修を行ってきた。その成果として令和 3 年度修了生は 100％留学し、そ

のうち 83%が 2 か月以上の長期留学であった。コロナ禍では渡航ができなくなったが、オンラインに

より、海外連携機関の教員、学生との共同研修を継続した。令和 4 年度修了生はコロナ禍の影響に

より留学できた学生の割合は半数程度になってしまったが、令和 5 年度修了生では日本人の学生に

ついては 91%と回復した。海外連携機関とは大学間連携協定を締結しており、今後も活発に人材交流

や共同研究を展開できる体制となっている。 

 QE 審査において、学内の専門分野の教員、異分野の教員の他、学外の新産業創出に理解のある

方、ダイバーシティに理解のある方を外部審査員に加え、様々な角度から審査を行っている。また

学位の質保証のために、論文や特許、表彰などの｢実績評価｣で第三者による評価項目の配点を強化

して客観性を高めている。 

学生に対し、申請書を審査した上で研究費を支援している。学生はこの中で、申請書の書き方も

学んでいる。また、奨学金受給の機会が少ない修士課程学生を中心に RA 経費を支援し、研究に打ち

込める時間を確保できるようにしている。 

 国内連携機関のプログラム担当者等に授業を担当していただき、産業界における研究の発展につ

いて、学生に講義をしていただいている。また、一部のプログラム担当者には、農工協創プロジェ

クト発表会でコメントいただいたり、QE において「新産業創出に理解のある方」として審査をして

いただいたりしている。 

学術研究の公用語が英語であることから、ほぼすべての授業を英語で行っている。これにより英

語を母国語としない学生も、次第にスムーズに英語でコミュニケーションをとることができるよう

になり、国際的に自らの研究を展開するために必要な能力の一つを獲得している。 

 

③ 改善が必要な事項 

補助金終了後に向けて、学生に対する学内の経費支援を充実させてきたが、博士前期課程（修士

課程）向けの留学経費支援について、さらなる改善を行う必要がある。博士後期課程学生に対して



様式２ 

（【整理番号 1806】 機関名：東京農工大学 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：「超スマート社会」を新産業創出とダイバーシティにより牽引する卓越

リーダーの養成） 

は学長裁量経費より留学支援を行っており、また令和 6 年度より採択された、JST の次世代研究者挑

戦的研究プログラム (SPRING)による支援もある。令和5年度より東京農工大学基金の支援を受け、

大学院に進学する学部 4 年生と修士課程学生に対し、海外研究留学プログラムを開始したが、支援

できる人数は十分ではない。国際性を獲得するためには、修士課程の間に海外の研究現場を訪れ、

日本国内では得られない研究文化を体得すること重要である。博士後期課程は、修士までに獲得し

た国際性を持って、専門分野をさらに発展させるための長期研究留学を行う時期である。今後学内

資金よる博士前期課程学生への支援の拡充や、外部資金の獲得を検討する。 

 

④ プログラムとしての今後の見通し 

全学ガバナンス体制改編により、農工両部局の連携のもと、学内すべての教育研究組織の活動を

卓越大学院プログラムと連携させ、卓越大学院を運営していく。 

本学の未来価値創造研究教育特区は、「研究力強化とアントレプレナーシップの両輪による次世

代研究人材」の育成を行っており、目的が卓越大学院と合致する。既に授業の一部を共同で行って

いるが、さらに連携を強化する。このために、令和 6 年度より、卓越大学院プログラムコーディネ

ーターが未来価値創造研究教育特区長を兼任することとなった。卓越大学院は博士前期課程からの 5

年一貫であるが、未来価値創造研究教育特区は博士後期課程学生を対象としている。前述の 3 段階

のうち、第 1 段階の研究構想力や、チーム形成力、国際性は博士前期課程から学ぶことにより、博

士後期課程の第 3 段階においてそれらを自分の研究に活かし、社会課題解決のために大きく展開し

てゆくことができる。また第 2 段階の外部資金獲得も博士前期課程から取り組むことにより、博士

後期課程において研究資金を得ることに繋がる。卓越大学院を未来価値創造研究教育特区の博士前

期コースと位置づけ、博士後期課程の未来価値創造研究教育特区プログラムにスムーズに繋げる体

制とする。未来価値創造研究教育特区は令和 6 年度より次世代研究者挑戦的研究プログラムに採択

され、博士後期課程学生への支援事業（SPRING）が開始された。SPRING 事業採択生は申請書に基づ

き選抜されるが、上記の卓越大学院における第 1 段階で獲得する研究構想力は、この申請書に直結

するものである。また卓越大学院では、日本学術振興会特別研究員の申請を強く推奨しており、卓

越大学院が中心となり学振採択のための学生指導を全学的に展開している。SPRING 事業採択生の選

抜においても、研究者の登竜門である学振に挑戦したかどうかを重要視している。このため卓越大

学院プログラムで博士前期課程から学ぶことにより、博士後期課程における学振や SPRING 事業から

の経済的支援にスムーズに繋げることができる。博士後期課程において卓越大学院生は未来価値創

造研究教育特区との合同プログラムで学んでゆくが、既に前期課程 2 年間で博士力をある程度身に

付けていることから、卓越大学院生でない未来価値創造研究教育特区プログラム生を牽引し、全体

のレベルを上げていく役割を果たす。未来価値創造研究教育特区は学生グループによる学際的な研

究プロジェクトのための経費を審査の上支援する制度を設けており、この中に、卓越大学院で行っ

てきた農工協創プロジェクトの取り組みが継続される。 

その他のカリキュラムについては、女性未来育成機構、グローバルイノベーション研究院、ディ

ープテック産業開発機構との連携により継続する。 

ダイバーシティ教育や女性博士学生支援は、引き続き女性未来育成機構との連携により行ってい

く。女性未来育成機構では文部科学省「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（女性リーダ

ー育成型）」事業において、女性研究者の上位職、管理職登用を加速させていることから、今後さ

らに、女性博士学生にとってのロールモデルが増加すると考えられる。 

国際的に研究者として活躍する能力の養成は、グローバルイノベーション研究院(GIR)と連携して

行う。本学のグローバルイノベーション研究院(GIR)では、国際共同研究や若手研究者交流促進のた

めに、海外研究拠点形成を加速させている。卓越大学院の海外連携機関も複数、GIR の海外研究拠点

に入っている。GIR との連携により、大学院生の研究拠点等への留学を推進していく。留学経費は

GIR の他、博士後期課程学生は、SPRING 事業や地域中核基金から、博士前期課程学生は農工大基金

等から受けることができる。 

研究の社会実装に向けた取り組みは、未来価値創造研究教育特区及びディープテック産業開発機

構との連携により継続する。未来価値創造研究教育特区では、アントレプレナーのための科目を複

数設けている。本学ディープテック産業開発機構内に令和 5 年度に開設された「テックガレージ」

では、技術を基にしたプロジェクトを行う学生を支援している。 

なお、補助金終了後の運営人員体制は、上記のように学内機関と連携し共同で進めることによ

り、重複を見直し効率化することにより可能とする。また大学の財源によりコーディネーター職を

常勤職員として設置する制度を整えているところであり、他機関との連携が難しい業務について

は、本コーディネーター職が担う。 
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